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＜連絡事項＞

· 源泉徴収の用紙を配布するので、記入して下舘SGMへ提出すること。

· 10月分の経過記録、本日までの提出となっている。

· 川井が、教育委員会から個人情報管理・苦情処理委員会

· 11/9食事サービス委員会

→食器はきれいに洗浄されるようになってきたが、お盆が汚いままのことがある。

→セレクト等で、パンを選べるようにして欲しい。（昼食・夕食のみでパン食がないので）

→夕食はいつも似たようなものばかりなので、ナイトケア（夕食のみ）利用者様のためにもバリエーションを増やして欲しい。

→オムレツのソース、豆乳プリン、が好評。シチューやラーメンをメニューに検討して欲しい。

＜外来情報＞

· 繁名　　和恵様～変わらず、妄想・幻聴が続いており、体調はよくないと話されている。

· 江刺家　陽輝様～頭がグルグルグチャグチャして落ち着かないが、ゲームをしている時は若干落ち

　着くとのこと。抗不安薬が増薬となっている。副作用が強い場合は、外来に電話連絡するよう説明している。また、夜間は眠れていない、自宅で兄と喧嘩はしていないが目も合わせていない状態とのこと。本日、採血施行している。

· 秋山　　和子様～耳鳴りはなく、体調も特に変わりはないとのこと。活気がなく、落ち込んでいる

　　ようにみられているが、家族との問題はないとのこと。

· 溝越　　キク様～内服の飲み忘れが多く、本日も外来にて朝食後薬内服している。飲み忘れる理由

については、「出かけるから･･･」など曖昧に濁している。朝食後薬には降圧剤も含まれているため、飲み忘れないよう説明しているが、理解乏しい様子。

· 淡路　智恵子様～高コレステロール血症のため、高脂血症食・栄養指導実施している。血液検査の

値が悪いのは内服薬の他、喫煙も影響していると考えられるため、喫煙本数を減らすよう説明。1月の血液検査にて、コレステロール値に改善がみられなかった時は、内服調整も検討していく。

· 川口　　尚良様～夜間ねむれないとのことで、眠剤追加を促すも「しばらく様子をみたい」とのこ

とで、追加処方はなし。現在、断酒会の司会を行っており、「自分はまだまだだと思う」と話されている。次回は13日に市民HP受診予定。

· 袴田　　淑子様～若干口渇があるが、水分摂取過多となることはなく、特に体調にも変わりはない

とのこと。

· 神山　　和典様～仕事はいくらか慣れてきたとのこと。外来測定時、体重84kgで前回と変わりな

い。

· 清川　　厚子様～頭が痛いと訴えることある。顔面に軽度発疹がみられ、入浴・洗顔を行っている

のか問うと「ちゃんとやってる」と話されている。頭痛などがあり、デイケアを欠席する際は、外来受診し休むよう説明。来年結婚記念20周年のため自宅に帰りたいとのことで、自宅に戻るために青山荘で生活リズムを整えているのだということを説明している。来週、採血予定。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　恵美子様～担当スタッフと金銭問題について面談実施11/3に長瀬様宅へ行ったことは認め

ているが、金銭の受け渡しについては否定している。長瀬様宅へ行くときは、事前にスタッフへ相談するよう説明。また、他利用者様ともコーヒーや色鉛筆などと金銭を交換していることがあるとのことで、今後も金銭や物のやりとりや、トラブルがないよう注意していく。

· 長瀬　紘一郎様～先日、鈴木様へ金銭（2000円）を渡したことは認めており、今後、そのような

ことはしないよう注意している。また、生活状況について、火をつけっぱなしにして鍋を焦がすなど、火周りの管理が出来ておらず、麦茶も夏に作ったものをそのまま冷蔵庫に入れている状態であり、生活全般指導が必要な状況である様子。青明舎へ情報提供し、本人宅の状況確認を依頼していく。

· 平　　康子様　～他者からの情報で、自分の娘が金銭を要求してくるので困っている、渡したいけ

どお金がないと話していたのこと。担当スタッフと面談を行い、今後の対処方法について検討行うとともに、関係機関へ情報提供していく。

· 袴田　　隆弘様～「昔付き合っていた彼女（東京在住）が泣いて電話してくる」「自分が彼女に好

意を持っているような気がする」と話され、交際中に袴田様自身が自殺未遂をしたのは自分のせいだと負い目を感じ、情緒が不安定になっているのではないか、自分はどう対応したらいいのかとスタッフに相談される。精神状態不安定なら精神科受診を促すよう説明すると、「自分もそう思っていました」という。また、就労希望あり、まずは職場の見学から始めることで了解している。

· 秋山　　和子様～不安感が変わらずあるとのこと。外来受診時、主治医に「（母親と）仲良くやっ

てますか」「殴ったら入院」などと言われるので、以前家族関係についてデイケアスタッフに相談したことを、主治医に言ったのではないかと話されている。主治医やスタッフは入院を促しているわけではなく、入院しないために調整を行っていることを説明している。また、「家にいるのがつらい」とのことで夜間も通所を利用したいと話されているが、母親は反対しているとのこと。通所時間など、家族や主治医とよく話し合うよう説明している。

· 関　　秀治様　～右足第一指が巻き爪のようになっており、軽度炎症を起こしている様子。皮膚科

受診促し、本日受診してくるとのこと。

＜デイケア会議報告＞

· 記録書式について

· 川端AOMに新書式について説明し、了承済み。

· 外来・通所にて使用手順について確認

· 11月の症例検討会議にて報告予定

· 記載基準について、現在カンファレンス内にて確認作業済み

· 日誌書式について

· 施設設備の確認欄を設置

· 日誌と連動する形で、診療報酬請求表作成。

· その他特記の欄を設置

· 勤務評価と連動させる形で、勤務者欄設置

· 医事Gと書式内容と、確認手順について確認

· 診療Gに日誌回覧されていなかった為、回覧グループとすることを検討

· プログラム構築

· グループ分けにあたっての評価基準は設けたが、使用する評価書式自体の適正が疑問

· グループ分けに際しての評価という視点でしか評価を実施していない。個々の能力評価という視点で、評価について検討していくことが必要。グループ分けにも、個々の評価としても使用できる形で、評価書式について検討。

· スタッフの指導と標準化を図る

· 年末年始の運営

· 12/31～1/3までを通所休業とするが、スタッフ最低1名は出勤し、関係機関の地域活動をサポートする。

· 年末年始、単身生活者の居場所を作るよう特別プログラム等を検討する（施設間で相談）。青陽館も使用可。特別プログラムについては事前に告知しておく。

· 施設整備

· 掃除用具の収納については、収納棚を朱夏に依頼し作成して頂く。

· エレベーター非常電話の電話線工事（来週中に工事完了予定）

· 三階ウッドデッキ組み立て完了済み。今後、三階の使用の仕方（利用目的、開放状況、運動器具の設置等）について検討していくこととする。

· 窓工事、網戸工事は東復建設より見積もり書類あり、提出済み。

＜備品・環境整備＞

· ゴミの分別方法を確認し実施していく。

· ゴミ袋を直接床に置くのは不衛生な為、収納する棚を設置。

· 三階の下駄箱を倉庫から出し、仕切りのようにトイレと入り口の間に設置。










